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プログラミング教室報告



実施の経緯

 くじら寺子屋 パソコンの寄贈を受ける（平成２８年）

 プログラミング教室開始（平成２８年）遊びの一環として

 元Apple社プログラマー マイク氏ボランティアとして参
加（平成２９年）

 おきなわICTクラブ運営協議会に参加（平成３０年）

この時にマイク氏には、教えるという事を一緒に考えてもらう

 くじら寺子屋プログラミング教室開講（令和元年）
地域の子ども対象少人数

 子ども未来応援助成事業助成金受託（令和３年４年）
沖縄県全域の子ども達によびかけ



主な取り組み

プログラミング教室（通年）

スクラッチ、マインクラフト、processing、blender

VR体験

他の居場所での教室実施（ZOOM)
出張VR体験

パソコン作りなど



プログラミング教室について

毎年登録更新。登録時に３０００円徴収。月謝無料。

３０００円は消耗品やテキスト購入に使用。

 スクラッチ

小学校のプログラミング授業で使用。フリーソフト。低学年
からの導入可能。

 マインクラフト

一番人気。Java版。パソコン操作に慣れる為採用。

 Processing
フリーソフト。言語。小学校高学年以上。

 Blender
３Dプリンター、３Dアニメーション作成用





プログラミング教室の目的とは

子どもの居場所を利用している家庭に子どもが自由にパソコン
を使える環境が整っている可能性は極めて低くなっています。学
校教育にプログラミングが導入されたものの「おもしろい」「たのし
い」と感じても家庭で自主学習出来る環境がなく、発展して学ぶ機
会も限られていてはもったいないです。

子ども達が成長できる環境を常設して興味がある分野で学ぶ機
会を作っています。ゲームが好きな子からゲームを作れる子が生
まれるようなプログラムを意識して行っています。

沖縄という土地柄、英語で授業を行うクラスも設置しています。

 子ども達の学ぶ機会の確保

 無料の教室を常設することでいつでもだれでも参加出来る



教室で気をつけていること

 発達特性がある児童が興味をもちやすい

ADHDの特性がある子が多くいます。コミュニケーションが苦手でパソコンを通
して以外の会話をしたがらない子もいます。スタッフは挨拶を心掛け、出来るだけ声
を掛けています。

また、多動の子が多いのでマウスやキーボード、ノートパソコンが驚くほど壊れま
す。ですので、場所が許すのならデスクトップパソコンを設置し、キーボードが壊れて
も対応出来る環境作りも必要だと考えています。



大切にしていること

無料のプログラミング教室なので、親が「行かせたい」と思って
子どもの意思を尊重せずに連れてきたり、行きたいと言わせる
ように誘導されてくる子もいます。その場合は、子ども自身の様
子を観察し、興味が向いていないと判断したときはやめてもらっ
ています。

講師が元Apple社のプログラマーということでメディアにも取り
上げられ問い合わせも増えています。だからこそ、本人が本当
にやりたいかどうか、子ども自身の実力内で教室に参加出来る
かどうかを大切にしています。

そのかわり、子ども達からやりたいことをリクエストされたら、と
ことん向き合うようにしています。



常設教室以外のプログラム

 パソコン作り ３Dプリンター作り

 VR体験

宿題が終わって、常設クラスが始まるまでの間実施

 VR体験移動教室版

県内の他居場所に要望があれば出張。土曜日２時間～６
時間

 他居場所との連携してZOOM教室（スクラッチ）

寄贈されたパソコンを使えるようにしたうえで他居場所に設
置、教室実施。（条件 その居場所スタッフが子ども達を見な
がら実施すること）





資金面の工夫

 沖縄県子ども未来政策課 沖縄子どもの未来県民会議

子ども未来応援助成事業助成金

に応募し昨年度から資金を調達している。

講師のマイク先生は完全なボランティアなので、パソコン・備
品関係の拡充や利用者から自分の地域でも何かして欲しいと
いう声を拾うために実施。

母体のくじら寺子屋は子どもの居場所として沖縄市の補助金
で運営しているが、沖縄県の助成金で運営しているので他地域
でも利用することが出来る。

助成金がないときは出来る範囲の運営へ変更するなど柔軟
に対応



子ども達の声

 マイクさんに教えてもらえるのが嬉しいです

 マインクラフトはさんご先生に色々と教わってやるとすごく楽
しいです。

 マインクラフトが好きな人がいっぱい集まって一緒に遊べる
し、やり方が解らないときは教えてもらえてとってもたのしい
です。

 英語クラスに参加出来て嬉しいです。アメリカから来て日本
の学校に慣れるのが大変だったけど、ここでは気楽にしゃ
べったり好きなパソコンの話が出来る友達が出来て嬉しいで
す。

 VRが大好きです。一生で一番楽しかったです。人がやって
いるのをみるのも面白いです。
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